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チ
ウ
ネ
ン
地
代
論
に
閲
す
る
一
考
察

山

亮

岡

チ
ウ
ネ
ン
「
侃
立
関
」
に
於
け
る
地
代
命
に
閲
し
て
は
既
陀
近
雌
康
男
、
山
田
雄
三
の
雨
教
授
に
上
っ
て
慣
値
多
雪
解
糧
が
試
み

ら
れ
て
ゐ
ろ
9

近
藤
数
回
司
は
主
と
し
て
地
代
が
農
業
組
織
決
定
に
開
ず
る
理
論
中
に
如
何
在
る
役
割
を
は
た
す
か
を
明
か
左
ら
し
砂

ん
と
企
同
せ
ら
れ
、
従
っ
て
そ
の
特
徴
を
私
経
済
的
危
早
期
に
把
揖
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
山
同
教
授
は
八
万
配
論
に
於
け
る
一
の
所
得
と

し
て
O
地
代
を
問
題
と
せ
ら
れ
、
チ
占
リ
ネ
ン
地
代
論
を
形
式
的
差
額
地
代
論
と
し
て
性
格
づ
け
ら
れ
、
己
れ
と
封
比
し
て
リ
カ
ル
ド

オ
地
代
論
を
賃
質
的
差
額
地
代
論
と
上
ば
れ
ろ
。
そ
の
理
由
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
と
己
ろ
は
、
(
一
)
リ
カ
ル
ド
オ
陀
あ
っ
て
は
枇
曾

謂
婆
却
ち
人
口
白
増
加
に
臆
巴
て
劣
等
地
が
耕
さ
れ
る
と
、
穀
物
の
相
針
慣
値
は
騰
貴
す
る
と
い
ふ
と
と
が
出
張
賠
で
あ
っ
た
が
.

ヂ
ウ
ネ
ン
に
あ
っ
て
は
問
題
は
穀
物
債
格
の
愛
化
を
環
定
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
D
で
あ
っ
て
、
そ
の
背
後
に
存
す
る
原
因
は
直
接

問
題
と
さ
れ
て
居
ら
ね
。
(
二
)
チ
ウ
ネ
ン
に
あ
っ
て
は
地
代
は
先
づ
地
代
形
式
で
る
り
、
此
の
形
式
陀
含
ま
れ
る
境
教
の
値
に
よ
っ

て
地
代
の
大
さ
が
ほ
か
ら
れ
る
。
波
に
見
ら
れ
る
『
負
の
地
代
』
の
考
へ
方
は
己
主
か
ら
理
解
せ
ら
れ
る
。
従
っ
て
チ
ゥ
、
不
ン
に
あ

つ
て
は
地
代
本
な
る
土
地
と
は
饗
教
の
値
の
鑓
化
に
よ
っ
て
函
数
究
る
地
代
形
式
の
値
が
零
と
友
れ
る
土
地
を
意
味
す
る
陀
す
ぎ
ぬ

に
反
し
J

リ
カ
ル

F
オ
に
あ
っ
て
は
無
地
代
地
の
貸
在
に
よ
っ
て
の
み
と
か
れ
る
。
(
一
三
V

チ
ウ
ネ
V

の
地
代
論
は
J-カ
ル
ド
太
の
如

〈
『
抱
封
的
な
る
牧
穫
沼
減
の
法
則
』
を
直
接
基
礎
と
す
る
も
の
で
は
た
い
。
上
惑
の
三
個
白
理
由
を
以
て
殺
授
は
チ
ウ
ネ
ン
地
代

z

テ
ウ
ネ
ン
地
品
川
論
に
闘
す
る
一
考
察

= 

本稿に於て L担立闘1 よりの引用はナペで、 J.H. v. Thunen; Der isolierte 
Staat usw. eingeleitet von Waentig 3 Aufl. ，1930による。 但 L Waentig 
肢陀なき郡王子mみはSchU l1lach~r 闘による。邦諦ある部分は近藤氏書 L孤立
E副1 昭和4!千世Zによる。



チ
ウ
ネ
ン
地
代
摘
に
臆
す
る
一
考
揖

四

論
の
判
併
を
そ
の
深
山
時
、
た
る
現
解
白
土
に
的
確
に
把
握
せ
ら
れ
る
の
で
み
る
が
、
チ
ウ
ネ
Y

地
代
論
の
特
徴
は
誠
に
そ
の
地
代
の
形

式
的
珂
細
川
に
ト
仔

f
z
己
と
は
明
か
で
あ
り
、
亡
の
と
と
は
彼
が
躍
読
史
的
聯
閥
に
於
て
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
地
代
論
に
針
す
る
批
判

上
旬
川
波
し
、
し
か
も
猫
自
の
方
法
論
に
よ
っ
て
「
孤
立
化
・
珂
想
化
」
の
前
提
の
下
に
訂
建
て
ら
れ
た
い
は
ぽ
純
粋
の
推
理
の
上

に
立
つ
川
代
論
の
有
す
る
糾
U

質
を
指
摘
せ
ら
れ
た
に
外
た
ら
血
の
で
あ
る
。
し
か
し
稀
に
見
る
説
得
的
頭
脳
の
持
主
と
稽
さ
れ
る
チ

ウ
ネ
ン
も
、
モ
の
間
山
怖
が
孤
け
ん
闘
の
純
粋
化
の
過
程
よ
り
現
賞
へ
と
一
歩
を
問
み
出
す
と
と
に
上
り
、
現
貨
へ

D
接
近
を
試
み
、
現

/
 

貨
に
よ
る
検
設
を
行
は
ん
と
す
る
中
彼
の
政
問
の
歴
史
的
環
展
段
階
の
あ
ら
は
れ
で
あ
る
近
代
地
代
の
理
論
家
リ
カ
ル
ド
オ
の

問
実
士
ロ
利
に
比
し
て
の
土
地
所
有
の
近
代
化
の
欣
況
、
穀
物
慣
格
の
騰
落
傾
向
等
は
、
必
然
的
忙
彼
自
地
代
論
忙
近
代
地
代
よ
り
の

偏
異
、
換
言
す
れ
ば
小
農
地
代
的
性
格
九
千
一
蹴
興
せ
し
む
る
に
至
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
わ
た
く
し
は
チ
ウ
ネ
ン
地
代
論

小
岳
地
代
的
た
る
色
調
を
摘
川
し
、

の
斯
様
た
側
副
、
印
ち
そ
の
資
質
的
地
代
論
、

l
l
i
キ
ヤ
ナ
ン
の
所
間
分
配
論
の
意
味
に
於
け
る
部
分
l
lを
考
察
し
、
就
中
そ
の

己
れ
に
若
干
の
徐
討
を
加
へ
ょ
う
と
思
ム
。

(
詰
一
)
穀
物
的
枯
に
つ
い
て
、
リ
カ
ル
ド
オ
の
生
き
て
ゐ
た
常
時
円
英
古
利
円
般
慣
は
、

一
七
七
O
年
l
l
一
七
セ
九
年
四
五
志
(
一
歩
オ
タ
l
市

ヱ

一

一

八

O
O
年
1
1
一八
O
九
勾

一
七
八

O
年

一

七

八

九

年

四

主

主

片

一

一

八

一

O
年
ー
ー
一
八
三
一
年

一
七
九
O
年

一

七

九

丸

年

主

主

誌

一

O
H

一

こ
れ
に
到
し
て
瑚
誕
に
掛
て
は
ラ
イ
穿
一
六
0
ポ
ン
ド
の
平
均
伯
格
は
、

マ
ル
P

一八
0
0
年

一

八

一

O
年

三

一

・

五

五

一

一

八
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O
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|
|
一
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四
O
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一
人
一

O

T
ー
一
八
二

O
年
二
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一
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O
五

一
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八

四

O
年
1

1
一
八
五

O
年

一
八
二

O
年

l
l
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八

一

一

一

。

年

七

・

七

五

一

丸
山
〈
の
如
〈
リ
カ
ル
ド
オ
叩
時
の
英
古
利
と
テ
ウ
ネ
ン
日
昨
の
硝
謹
と
で
は
穀
叫
の
附
帯
側
向
は
舟
〈
正
反
却
で
あ
っ
た
Q

八
二
志
ニ
片

一
O
六
志
二
月

主・
0
=
一

ムハ・一=一
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わ
れ
わ
れ
は
最
初
考
察
の
範
闘
を
「
孤
立
問
」
第
一
部
に
於
け
る
地
代
別
論
に
限
定
し
よ
う
。
わ
れ
わ
れ
が
そ
こ
に
見
出
す
の
は

形
式
的
に
完
成
せ
ら
れ
た
業
補
地
代
論
で
あ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
の
課
題
か
ら
何
等
究
明
す
べ
き
黙
を
持
た
む
如
〈
見
え
、
従
っ
て
叉

従
来
チ
ウ
ネ
ン
地
代
論
を
取
扱
へ
ろ
事
者
の
殆
ん

E
ず
ペ
で
宥
過
(
来
っ
た
と
己
ろ
で
あ
る
が
、
工
り
詳
細
に
吟
味
す
る
時
、
わ
れ

わ
れ
は
リ
ユ
プ
ケ
ス
と
共
に
頂
婆
た
る
問
題
の
存
在
を
見
出

T
の
で
あ
る
J

先
づ
チ
ウ
ネ
シ
地
代
を
そ
の
正
し
雪
努
に
於
て
現
示
す

る
こ
と
か
ち
始
め
よ
う
。
そ
の
地
代
概
念
は
「
我
々
は
農
場
所
得
を
土
地
自
身
が
生
む
所
得
と
般
滑
に
院
別
ぜ
か
ぽ
た
ら
血
。
農
揚

に
は
常
に
建
物
、
柵
、
立
木
そ
の
他
土
地
か
ら
分
離
せ
ら
れ
件
ろ
有
制
物
が
附
随
し
て
ゐ
る
。
従
っ
て
良
川
輔
の
所
得
は
全
部
が
土
柚
副

よ
り
生
宇
る
に
は
非
や
じ
て
、
一
部
は
此
等
有
償
物
に
同
定
せ
る
晴
江
本
の
利
子
に
過
ぎ
由
。
往
物
、
木
村
そ
の
他
す
べ
て
土
地
と
分

離
し
う
べ
き
有
償
物
の
債
格
の
利
子
を
農
場
所
得
よ
り
差
引
い
て
残
る
も
の
、
即
ち
イ
一
叫
自
身
に
泌
す
る
物
を

k
地
地
代
と
名
づ
け

る
に
従
っ
て
そ
の
放
浪
が
永
統
的
で
あ
る

i
地
改
良
の
牧
径
は
泊
然
地
代
と
宥
倣
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
何
故
去
ら
と
の
定
義
に
従

へ
ば
「
分
離
し
得
ベ
き
」
資
本
以
外
の
換
二
一
目
す
れ
ば
「
分
離
せ
ら
れ
得
泊
」
資
本
の
生
む
利
子
は
地
代
中
に
含
ま
れ
る
も
の
と
解
し

弓
が
、

又
解
す
べ
き
で
あ
る
か
ら
a

斯
様
に
チ
ウ
ネ
シ
地
代
概
念
中
に
既
に
差
制
地
代
以
外
の
ト
の
が
見
出
さ
れ
る
の
で
あ

と
心
こ
と
は
第
-
部
第
三
十
八
本
に
一
早
川
明
叫
刊
に
述
ベ
ち
れ
て
ゐ
る
ョ

得
ら
れ
3
し、

「
士
宮
一
改
良
が
そ
の
妓
川
市
に
於
て
中
止
せ
ら
れ
呂
己

と
た
く
、
持
続
的
で
あ
れ
ば
、
地
代
は
従
っ
て
佐
々
帥
め
ら
れ
る
。
し
か
も
か
L
石
川
代
の
増
大
は
そ
の
夜
生
に
於
て
も
と
の
地
代

L
L

具
れ
る
も
の
で
あ
る
コ
も
と
の
地
代
は
七
地
所
有
者
の
骨
折
も
協
力
も
な
〈
、
日
早
に
土
質
の
優
越
と

後
の
投
下
分
は
資
本
投
下
よ
り
得
ち
れ
た
も
の
で
あ
る
。
」
従
っ
て
チ
ゥ
、
不
ン
の

(
筆
者
討
、
hi

山
知
地
代
を
指
す
)

出
揚
の
併
置
か
ら
の
み
生
じ
た
も
の
で
あ
る
が

己
の
地
代
概
念
に
上
れ
ば
、

地
代
の
大
さ
が
土
地
D
永
続
的
耕
作
如
何
を
決
定
す
る
と
述
ぺ
へ
る
時
、
し
か
も
己
の
地
代
の
大
さ
は
零

チ
ウ
ネ
シ
地
代
誌
に
闘
す
る
一
考
阜
市

五

する場合の如L。
英闘に於ては農業主主本主義化の前誌である近代的土地所有は.1688年-1787'-:ゃ
にその醤展を完了したものと見世される oArnoJd Toynbee; Lt:clure~ (lt] the 
lndllstrial Revollltion of the Eillht"eenth Cenlury 'in En区:land1:884. p. :¥8， .19 ... 
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チ
ウ
ネ
ン
地
内
論
に
閥
す
る
一
考
察

占/、

以
下
に
減
じ
で
は
な
ら
ぬ
が
、
既
に
地
代
中
に
永
続
的
な
る
土
地
改
良
の
牧
徒
主
包
含
九
る
も
の
と
解
さ
ね
ば
友
ら
ぬ
り
で
あ
る
。

し
か
右
民
一
方
地
代
費
生
原
因
を
見
ろ
に
、
リ
カ
ル
ド
オ
・
千
ウ
ネ
ン
地
代
論
の
名
稽
に
そ
む
か
宇
、

「
一
農
場
の
地
代
は
そ
D

帆
立
場
が
佐
世
又
は
土
性
の
賭
で
需
婆
克
足
の
た
め
に
向
生
町
物
を
生
産
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
最
悪
の
農
場
に
到
し
有
す
る
所
の
優
越
か
ら

生
中
る
。
」
従
っ
て
明
か
に
一
の
差
額
地
代
に
外
在
ら
ね
。
地
代
は
土
佐
か
ら
見
て
も
市
場
に
封
ず
る
位
置
か
ら
見
て
も
既
耕
地
に

地
代
へ

比
し
劣
ら
ざ
る
七
地
が
未
利
用
の
ま
L

存
在
す
る
限
り
生
じ
た
い
。
克
巳
限
界
地
は
常
に
幅
地
代
地
で
左
け
れ
ば
左
ら
ぬ
。

の
租
挽
は
促
格
の
騰
貨
に
よ
っ
て
は
時
嫁
せ
ら
れ
や
地
代
牧
得
者
に
と
ど
走
ら
ね
ば
左
ら
ね
で
あ
ち
宇
。
斯
様
、
在
地
代
把
握
陀
上
れ

ぽ
旭
日
市
川
物
侵
格
は
幅
…
地
代
地
に
於
て
構
成
せ
ら
れ
弓
故
陀
地
代
は
債
格
構
成
句
過
程
か
ら
除
外
せ
ら
れ
棺
ふ
の
で
あ
る
。

今
チ
ゥ
、
不
Y

O

地
代
概
念
を
上
遁
の
掠
張
せ
ら
れ
た
る
意
味
に
解
制
揮
す
る
左
ち
ば
、
チ
ウ
ネ
Y

の
突
の
一
命
題
は
如
何
陀
解
揮
す
ペ

き
で
あ
ち
ろ
。
即
ち
「
殻
物
の
間
格
は
、
市
場
へ
の
殺
物
生
南
及
び
倫
活
が
段
も
多
〈
費
用
を
嬰
し
然
し
て
穀
物
需
要
を
充
す
た
め

肥
は
そ
の
栽
品
川
が
狛
限
必
要
で
あ
る
が
如
昔
議
場
の
地
代
が
崎
市
以
下
陀
降
ら
左
い
認
の
高
さ
で
左
け
れ
ば
友
ら
札
。
L

拡
張
せ
ら
れ

究
る
地
代
概
念
巾
に
は
永
続
的
な
る
土
地
改
良
の
牧
凝
も
亦
計
算
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
も
し
と
の
牧
釜
忙
し
て
投
下
資
本

の
利
子
以
下
で
あ
る
場
合
を
慢
定
す
れ
ば
、
明
か
に
ヒ
漣
の
命
題
は
成
立
し
得
ぬ
。
た
と
へ
ぽ
一
聞
に
於
て
土
地
は
す
べ
て
同
程
度

に
良
好
で
あ
り
、
古
向
い
牧
穫
可
能
性
を
有
し
、
需
要
の
定
足
に
は
そ
の
中
一
部
分
の
み
必
要
で
あ
る
と
偲
定
す
る
。
そ
り
上
位
置
よ

り
の
地
代
は
工
法
生
濯
の
分
政
的
立
地
欣
況
と
利
便
た
る
交
通
子
政
の
存
在
に
よ
り
生
巴
符
ね
も
の
と
す
る
。
斯
様
た
揚
合
ゴ
地
が

何
等
か
の
収
九
悼
を
あ
げ
る
た
め
に
は
、

七
地
が
祝
一
換
に
よ
一
ワ
て
漉
蹴
排
水
せ
ら
れ
る
E
と
を
要
ず
呂
。
恐
ら
〈
己
の
支
出
は
支
配
的

在
る
利
子
歩
合
の
下
に
於
て
合
目
的
的
で
あ
ら
う
。
し
か
し
て
言
ム
迄
も
攻
〈
亡
の
揚
合
に
も
耕
作
可
能
た
る
た
め
に
は
農
産
物
慣

格
は
投
下
資
本
の
利
子
を
償
ム
高
さ
ま
で
高
め
ら
れ
て
居
ら
お
ば
攻
ら
む
。

E
の
際
生
や
る
牧
市
祉
を
ヰ
占
リ
ネ
ン
は
地
代
と
よ
ん
で
ゐ

42霊会ml。 ζれに語IL-チウネシ常時の潤i畠に於ては. Ig22~'ちに漸や〈プロイピ
シに於て農業由自由なる褒展を阻害せる桂惜の最後四も白出陣去せられた。
その他白地方陣に東部の六地方に於では、 f古~J 1849年の領主裁判樺白消戒に至
る迄封建的残津は認められる内 V.d. Goltz; Geschichte der deutschen Land~ 



る
。
か
〈
の
知
〈
陀
、

一
定
の
士
性
と
位
置
と
を
持
っ
と
E
ろ
白
土
地
の
み
が
存
在
し
、
し
か
も
土
地
の
一
部
分
が
利
用
せ
ら
れ
る

一
の
地
代
を
生
む
の
で
あ
る
。
位
置
同
一
の
偲
定
を
許
さ
ぬ
場
合
、
換
言
す
れ
ば
市
場
へ
の
位
置

の
み
で
あ
る
に
も
か
か
は
ら
や
、

は
栴
開
時
る
も
、

土
性
は
同
一
な
る
己
と
を
偲
一
定
し
て
も
、
上
惑
の
地
代
は
位
置
の
相
異
の
み
か
ら
武
明
し
瀧
さ
れ
ぬ
と
と
は
明
白
で

あ
る
。
或
は
更
に
位
置
の
み
た
ら
中
、

土
佐
も
恩
一
れ
石
山
積
々
の
土
地
に
於
て
、
需
要
の
充
足
の
た
め
に
は
限
界
地
を
も
滋
瓶
排
水
せ

ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
す
れ
ば
、
斯
様
な
限
界
地
も
亦
一
の
地
代
を
生
む
。
何
故
な
ら
ば
己
凸
限
界
地
が
礎
椛
排
水
せ
ら
れ
詩
作
に
ゆ

だ
ね
ら
れ
る
た
め
に
は
、

こ
の
種
の
殻
果
が
持
縫
的
で
あ
る
七
地
改
良
の
資
本
利
干
が
償
は
れ
る
必
要
が
あ
り
、

と
の
利
子
が
チ
ウ

ネ
ン
に
於
て
は
地
代
と
よ
ば
れ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。

上
述
せ
る
所
よ
り
明
か
な
と
と
は
、
チ
ウ
ネ
シ
地
代
論
は
「
孤
立
岡
」
の
第
一
部
に
考
察
を
限
定
す
る
も
既
に
そ
の
地
代
概
念
に

於

τは
純
粋
な
る
よ
左
街
地
代
以
外
の
も
の
を
含
ん
で
ゐ
ろ
の
で
あ
り
、
し
か
も
地
代
費
生
原
悶
に
つ
い
て
は
考
察
を
第
一
部
に
限
定

す
呂
限
り
何
庭
に
も
差
額
地
代
資
生
版
凶
以
外
の
も
の
を
見
出
し
得
む
の
で
あ
る
ヨ
リ
ユ
プ
ケ
ス
は
と

L

に
矛
盾
を
見
出
し
、

に
野
し
そ
O
矛
盾
白
解
決
を
試
み
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
リ
ユ
プ
ケ
ス
の
解
党
川
は
突
。
如
く
で
あ
る
。
却
ち
回
く
、

「
種
々
の
賂
か

ら
モ
の
殻
岡
市
の
持
縞
せ
る
七
地
改
良
の
牧
議
は
人
が
一
般
に
地
代
と
し
て
理
解
す
る
所
に
等
し
い
、
恐
ら
〈
は
チ
ウ
ネ
ン
自
身
も
亦

根
本
的
に
は
そ
の
様
に
考
へ
た
の
で
あ
ら
う
。
さ
う
で
左
け
れ
ば
チ
ウ
ネ
ン
は
地
代
生
成
に
闘
し
他
の
結
論
を
得
た
に
相
還
な
い
か

ち
。
一
と
。
し
か
し
か
i
h

弓
常
識
的
左
解
決
で
は
彼
自
身
、
も
満
足
せ
宇
、
，
弐
白
解
決

E
之
に
附
加
す
る
。
即
ち
、
「
他
の
勤
か
ち
と
の

牧
谷
は

j

資
際
上
最
別
は
甚
だ
困
難
で
は
あ
る
が

l
l地
代
と
同
一
の
も
の
で
は
左
〈
、
永
続
的
土
地
改
良
の
牧
錠
が
、
土
地
改

良
資
本
の
利
子
を
超
え
る
限
り
に
於
て
地
代
と
見
る
と
と
が
出
来
る
」
と
い
ふ
。
己
目
解
決
は
要
す
る
に
リ
カ
ル
ド
オ
坤
一
代
論
と
の

街
突
を
避
け
ん
が
た
め
、
換
(
一
目
す
れ
ば
第
一
部
に
於
け
る
地
代
概
念
と
地
代
褒
生
原
因
と
白
矛
盾
を
掠
殺
せ
ん
が
た
必
の
試
み
に
他

一
一
七

チ
ウ
ネ
シ
地
代
請
に
闘
す
る
一
考
畢

己

:tL 

wirtschaft， II Bd. 190] S. 35， 132 ff.， U. 151 拙課ゴルツ掛逸農業史、
七買， 四九貫且下、ーノ<-jL頁参照。
r1、農地代田概念についてはリチャー'".ジョーンス'の規定がす fれてゐる。
Richard Jones; ，An Eムsayon the D目出butionof \Vc~lth， afld on the SOl.H.  
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チ
ウ
ネ
ン
地
代
論
に
朝
す
る
一
考
揖

パ‘

友

ι友
い
。
し
か
し
た
が
ち
わ
れ
わ
れ
は
己
の
附
似
た
厩
昧
な
不
徹
底
な
解
決
を
以
て
満
足
し
得
ぬ
の
は
川
γ

同
然
で
あ
っ
て
、
殊
に
チ
ウ

ネ

y
自
ら
「
県
立
閣
」
第
一
部
に
宍
の
如
イ
述
べ
て
ゐ
る
此
に
、
わ
れ
わ
れ
は
地
代
論
巧
察
の
組
閣
を
第
二
部
に
進
め
て
行
か
う
c

「
地
代
褒
生
の
わ
れ
わ
れ
の
こ
れ
迄
の
研
究
上
り
川
て
来
ろ
淀
明
ほ
完
を
畑
一
般
で
は
在
い
。
一
更
に
チ
ウ
ネ
ン
は
第
二
部
に
於
て
「
第

一
一
部
で
と
ら
れ
た
る
方
法
は
第
一
部
で
使
用
せ
る
方
法
よ
り
包
括
的
で
あ
り
完
全
で
あ
る
。
」
「
伺

1
同
第
一
部
で
は
地
代
の
大
さ
が

研
究
の
目
的
で
あ
っ
て
、
そ
の
か
ぎ
り
、
そ
こ
で
と
ら
れ
た
方
法
は
地
代
の
大
さ
を
知
る
に
遡
泊
た
方
法
で
あ
る
o
」
「
第
一
-
部
で
は

地
代
の
需
品
を
教
で
夫
現
ず
る
己
と
は
問
団
で
は
た
く
、
如
何
に
し

τ
又
何
故
に
地
代
が
生
成
せ
ね
ば
き
ら
ぬ
か
の

mrU究
明

f
z
こ
と
が
日
的
で
あ
る
よ
と
明
味
に
第
二
部
に
於
け
る
地
代
資
生
原
閃
白
荒
嬰
性
を
弧
調
し
て
ゐ
る
の
で
あ
っ
て
、
リ
ユ
プ
ケ

ス
が
そ
の
同
組
の
究
明
を
第
一
部
民
限
定
し
て
ゐ
る
己
と
は
即
ち
彼
の
机
野
の
狭
小
さ
を
示
T
も
の
と
一
一
zu
は
ね
ば
友
ち
向
。

し
か
ら
ば

k
注
せ
る
地
代
概
念
と
地
代
後
生
原
閃
と
の
矛
盾
は
第
二
怖
に
於
け
る
地
代
の
生
成
原
因
を
視
察
K
加
へ
石
事
に
土
り

如
何
陀
解
決
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
か
ロ
問
題
提
川
の
範
関
内
に
於
て
は
そ
の
解
決
は
五
っ
て
簡
明
で
あ
り
日
つ
完
全
で
あ
る
。

第

rr-s 
第

編
第
四
一千

一「

1一本
』白書
ルの
"I/: 沼
定例
不究
百I 及副

首詩
/F7 主
"'ν ノ

も 切

りど

きz
匂地

劣 ft
等一
望鼠
主且l
F戸↓亡

す仰
すレ
モたる
<D 

客勿

宝寺
ぅ τュ
でソ
オ1

あ~
るrj)五
」る
ー寸 。
改「
良 tー
に地

改
良
の
う
ち
或
る
も
の
は
、

市
ひ
ち
れ
た
資
本
に
就
い
て
は
、
!
改
良
が

k
地
に
同
消
ず
る
と
兄
ら
れ
る
機
た
種
類
の
場
合
に
は
、

!
iた
だ
利
子
の
み
計
算

せ
ら
れ
る
u

然
し
正

L
〈
投
下
せ
ち
れ
た
資
本
は
利
子
の
他
陀
向
ほ
年
々
の
利
得
を
生
む
a

後
に
利
子
主
利
得
と
は
同
別
せ
ち
れ
左

く
な
り
、
市
青
ば
地
代
と
在
る
3

」
期
限
に

一
際
七
地
に
川
古
川
せ
る
資
本
に
は
利
子
の
み
計
算
せ
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
資
本
投

下
が
沼
山
川
刊
り
も
乃
で
あ
れ
ば
利
子
以

K
の
利
得
を
生
む
三
と
と
な
る
J

後
に
と
の
利
子
ム
一
利
得
と
は
阿
別
せ
ら
れ
な
〈
恋
っ
て
前
者

合
し
て
地
代
と
よ
ば
れ
ろ
の
で
あ
る
。
利
子
以
上
の
利
得
を
生
や
る
時
に
の
み
雨
者
は
合
し
て
地
代
と
呼
ば
れ
る
の
は
後
に
明
か
に

ce~ of T<lxation Part 1， 1831 P" 185 j曇照。
Edwin Cannan; A 1主i.':itoryof the Theories of Pn;>duction and Distribution 
1922 pp. 148 
Goltz"; a. a. 0." S. 173仔司 jUl課 k掲書、一丸三、一九五頁。
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「
十
る
如
〈
他
の
矛
盾
主
の
中
に
句
碕
十
る
と
は
い
へ
、

呂。

土
遁
の
地
代
概
念
と
地
代
務
生
原
閃
と
の
矛
盾
は
明
か
に
消
滅
し
て
ゐ

L
h
し
た
が
ら
そ
れ
は
リ
ユ
プ
ケ
ス
の
指
向
せ
る
方
向
陀
針
ず
町
内
解
決
で
は
た
〈
で
、
遣
に
そ
の
結
果
は
リ
カ
ル
ド
オ
地
代
論

と
の
換
言
す
れ
ば
純
粋
左
右
埜
街
地
代
と
の
著
し
き
も
背
離
が
表
而
に
浮
ぴ
削
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
。
之
に
封
し
て
千
ウ
ネ
シ
は
?
ダ
ム

-
ス
ミ
ス
の
利
子
、

ま也

tt: 
dコ
不
峻

f毘別

よ品
犯格
さに
れ.flt
芦ヒ 午リ
とし
しっ
て L

リも
カ
ル白
ドら
ォは

的 Iヰ
介主

盟主
，，!'，. ~É' 

1'1111 'i，既

."，A. ' [1'.] 

e貫
亡
か迷
L 
;s込
炭ん
砕で
とゐ
る
と
ν、
.1;. 

非
難

は
友
さ
れ
て
よ
い
の
で
あ
る
が
、

千
ウ
ネ
ン
分

配
論
に
於
け
る
か
、
呂
不
峻
別
し
ι
は
そ
の
持
つ
意
味
の
甲
要
性
は
蒋
し
〈
具
る
も
の
と
一
一
凸
ひ
得
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
帥
ち
リ
カ
ル
ド

オ
分
配
論
『
於
て
は
利
子
、
柑
白
銀
た
る
一
一
六
所
得
は
交
換
原
理
に
味
き
把
握
せ
ら
れ
、

地
代
は
地
代
原
到
に
上
っ
て
把
握
せ
ら
れ
て

ゐ
ろ
。
期
校
在
理
論
閥
系
の
下
で
は
、
市
地
代
的
概
お
の
が
夜
は
そ
の
全
能
系
と
相
容
れ
血
わ
け
で
あ
る
が
、
チ
ゥ
、
ネ
ン
分
配
論
に

あ
っ
て
は
、
周
知
の
如
〈
利
子
、
持
銀
北
九
に
限
界
生
直
力
説
に
よ
り
決
定
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
畑
山
り
に
於
て
準
地
代

的
概
念
は
一
隠
そ
の
存
在
を
認
め
ら
れ
て
よ
い
で
あ
ち
弓
。
更
に
チ
ウ
ネ
y
の
か
i

ご
q

リ
カ
ル
ド
オ
と
の
根
本
的
尭
旦
一
世
そ
の
牧
磁

活
減
法
則
に
品
到
す
ろ
認
識
の
差
異
よ
り

H11浪
川
の
私
経
神
的
把
揖
並
に
、
法
則
受
出
性
の
利
子
及
び
弁
鋭
へ
の
繍
張

114山
て
ゐ

る
こ
と
は
注
目
さ
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
而
し
て
と
の
リ
カ
ル
ド
オ
と
千
守
ネ
シ
の
法
則
陀
劃
し
て
の
現
解
の
差
異
は
営
時
の
英
吉
利

及
び
凋
逸
の
歴
史
的
経
済
的
事
情
に
依
る
も
の
で
あ
る
己
と
は
明
か
た
事
寅
で
あ
る
。
卸
ち
リ
カ
ル
ド
オ
は
穀
慣
騰
貴
の
一
昨
紀
に

舟
き
て
ゐ
た
の
に
較
べ
て
、
チ
ウ
ネ
Y

は
正
に
穀
低
下
落
の
一
附
組
に
生
き
て
ゐ
た
の
で
あ
り
、
英
士
口
利
に
於
て
は
同
法
則
は
穀
物

胡
税
反
針
者
の
理
論
的
根
岨
揮
を
在
し
て
ゐ
た
の
は
反
し
、
首
時
穀
物
輸
山
川
閥
で
あ
っ
た
凋
逸
は
む
し
ろ
荒
反
到
の
立
場
に
置
か
れ
て

ゐ
た
の
で
あ

V
、
法
則
は
従
つ
で
何
等
わ
政
治
的
意
義
も
行
じ
て
ゐ
た
か
っ
た
己
と
が
指
摘
せ
ら
れ
得
る
。

突
に
「
利
子
以
上
に
利
得
を
生
む
時
に
の
み
、
利
子
と
利
得
と
を
合
し
て
一
白
地
代
と
見
る
」
在
る
辛
伺
に
就
い
て
若
干
考
察
を

チ
ウ
ネ
y

地
品
川
論
に
闘
す
る
一
考
察

ブL

VgL， Gerharrl Lüpkes; 可::j~_erspry~h 7.¥vi"chen Begriff u nd Ursprung芦crkl~r;
、l¥ngde正Grundrentebei Thunen? (Con問 d、Juhrbucher1933 s. 47丘) .' 
10) ..:!:~~nen j a， u. ? ! Teil， S. 14邦謂 n頁。
n)・ThUnen;u. a. o. S. 352-353 邦翠なし。
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テ
ウ
ネ
シ
地
代
論
に
闘
す
る
一
考
察

O 

E
の
利
得
の
消
滅
寸

Z
起
這
加
的
に
費
本
が
投
下
せ
ら
れ
る
で
あ
ち
号
。

従
っ
て
利
得
部
分
は
一
の
差
額
地
代
を
去
す
も
の
と
見
ら
れ
ね
ば
友
ら
た
い
。

7
1
u
ヤ
ル
に
於
て
は
か
ミ
る
揚
合
慢
令
土
地
改
良

区
よ
ろ
収
品
掛
か
利
子
繍
に
充
た
ね
揚
合
に
も
市
中
地
代
と
呼
ぶ
の
で
あ
ゐ
。
チ
ウ
ネ
ン
に
あ
っ
て
は
地
代
で
あ
る
た
め
に
は
「
利
子
以

k
の
利
得
の
存
在
」
と
「
後
に
」
の
三
保
件
が
満
足
さ
れ
お
ぽ
た
ら
在
い
。
今
若
し
リ
カ
ル
ド
オ
的
立
揚
に
立
つ
左
ら
ば
、
か
く
利

加
へ
上
う
。
今
若
し
利
子
以
上
に
利
得
を
生
む
た
ち
は
、

子
、
と
利
得
と
を
制
然
と
国
分
す
る
と
と
が
意
味
を
有
ず
る
け
れ
E
も
、
そ
と
陀
は
準
地
代
的
概
念
の
淋
入
は
許
さ
れ
が
た
い
。
文
若

し
マ
ー
シ
ャ
ル
的
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
利
子
以
上
の
超
過
物
左
左
は
意
味
を
も
っ
と
と
た
〈
、
戎
時
は
利
子

E
超
え
る
己
と
も
あ
り

い
づ
れ
に
せ
よ
、
準
地
代
の
存
在
が
主
張
せ
ら
れ
る
。
し
か
り
と
す
れ
ば
む
し

符
ろ
し
、
又
利
干
に
淫
せ
血
と
と
も
あ
り
得
る
が
、

月
利
子
以
下
に
減
中
し
で
も
向
費
本
を
土
地
か
ら
取
り
去
り
得
ぬ
と
と
に
と
そ
一
の
準
地
代
概
念
の
存
在
が
意
味
を
有
ず
る
己
と
に

在
不
の
で
は
在
い
か
。

「
後
陀
」
た
弓
傑
件
は
マ
ー
シ
ャ
ル
の
「
自
由
資
本
或
は
流
動
資
本
或
は
新
資
本
投
下
に
つ
い
て
は
利
子
と

見
て
市
し
い
も
の
も
、
高
日
本
沓
投
下
に
つ
い
て
は
一
穫
の
地
代
1

1
準
地
代
ー
ー
と
し
て
取
扱
ム
方
が
誼
切
で
あ
る
。
L

に
相
臨
宇

る。p
ト
L

蓮
ぜ
る
と
亡
ろ
に
よ
り
チ
ウ
ネ
ン
の
土
地
改
良
に
よ
る
地
代
の
生
成
に
は
一
白
犬
い
た
る
矛
盾
を
そ
O
中
陀
包
蔵
す
る
と
と
は

明
か
で
あ
る
。
己
の
矛
盾
は
一
言
に
し
て
言
ム
左
ら
ぽ
リ
カ
ル
ド
オ
的
立
揚
と

7
1
7
ヤ
ル
的
立
揚
と
O
針
立
で
あ
り
、
換
言
す
れ

ぽ
生
産
資
説
的
立
揚
と
限
界
生
産
力
説
的
立
場
と
の
矛
盾
で
あ
る
。

リ
カ
ル
ド
オ
的
立
揚
を
と
る
た
ら
ば
、
利
干
は
交
換
原
理
に
よ

地
代
は
地
代
原
理
に
よ
り
決
定
せ
ら
れ
る
。
雨
者
に
は
確
然
売
る
匝
別
が
存
在
す
る
。
か
i
h

呂
場
合
準
地
代
白
存

在
は
詐
さ
れ
な
い
ョ
も
し
マ
ー
シ
ャ
ル
的
立
場
に
立
て
ば
南
者
共
に
地
代
原
理
に
よ
り
把
握
せ
ら
れ
、
従
っ
て
と
の
扇
所
得
内
に
質

り
把
僅
せ
ら
れ
、

的
差
異
は
認
め
ら
れ
や
、
利
子
以
上
の
利
得
LE
生
む
時
に
の
み
地
代
左
呼
ぶ
と
い
ふ
規
定
は
無
用
の
長
物
と
化
す
る
。
文
左
様
た
限

I，upkes; a. a. Q. S. 50 
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定
は
む
し
ろ
模
謬
と
言
は
ね
ば
た
ち
ぬ
。
チ
ウ
ネ
Y

に
於
て
は
か
L
る
矛
盾
が
偶
然
の
産
物
に
非
ざ
る
E
と
は
、
弊
銀
に
つ
い
て
見

る
も
、
自
然
労
銀
、
限
界
生
産
力
説
的
持
銀
の
二
穫
の
も
D
が
併
存
し
、

い
は
ば
二
元
論
的
誤
謬
が
犯
さ
れ
て
ゐ
る
と
止
に
上
っ
て

主
推
知
せ

ιれ
る
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
チ
ウ
ネ
ン
地
代
論
中
土
地
改
良
に
よ
る
地
代
生
成
の
う
ち
に
伎
の
全
鰐
系
の
有
す
る
矛

眉
の
一
典
刻
一
主
見
山
川
寸
の
で
あ
る
。
'

わ
れ
わ
れ
は
以
上
、
チ
ウ
ネ
V

地
代
概
念
中
に
示
さ
れ
た
る
一
の
純
梓
友
ら
ざ
る
因
子
を
究
明
し
た
の
で
あ
る
が
、
彼
の
第
二
部

に
於
け
る
「
よ
り
包
括
的
な
地
代
の
理
論
」
中
に
は
向
二
三
の
純
粋
な
ら
ざ
る
因
子
を
見
出
す
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
む
し
ろ
小
農

地
代
的
性
格
九
包
帯
ぷ
毛
も
の
を
含
ん
で
さ
へ
ゐ
る
。
生
成
原
因
に
関
す
る
字
伺
中
の
吹
の
命
題
が
問
題
と
在
る
。
即
ち
「
土
地
が
奥

へ
る
地
代
は
持
働
者
敢
に
比
例
ず
る
。
」
が
と
れ
で
あ
る
。

を
見
附
ず
の
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
己
与
に
も
亦
資
本
利
得
ム
」
地
代
と
の
混
同
の
存
ず
る
己
と

一
家
族
の
持
働
か
ら
生
成
せ
ら
れ
る
と
己
ろ
の
地
代
を
遁
ベ
る
目
的
を
以
で
、

E

L
で
は
持
働
者
に
不
可
快

の
資
本
は
設
場
所
有
者
の
所
有
に
属
す
る
と
い
ふ
前
提
の
下
に
、

l
l
E
の
前
提
の
中
に
既
に
澗
逸
に
於
け
る
企
業
地
主
の
主
要
性

去
さ
れ
、
;
ル
ド
オ
の
考
察
の
裂
と
た
れ
る
農
業
安
委
と
の
相
異
が
指
摘
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

i
p、
旬

、

立

が
Z
な
石
大
さ
を
以
て
一
の
純
粋
左
る
数
接
的
計
算
が
試
み
ら
れ
て
ゐ
る
。

(
P
は
一
持
働
者
の
勢
働
生
政
相
、
こ
の
捗
働
者
は

q
年
捗
働

の
資
本
に
よ
り
勢
働
す
る
、

a
は
一
持
働
家
族
が
そ
の
労
働
枯
力
を
保
持
す
る
た
め
に
不
可
酷
の
生
活
費
粋
の
合
計
、

Z
は
利
子
、
或
は
自
然
に
か
な
っ

た
或
団
え
自
知
的
な
、
揖
言
す
れ
ば
労
働
者
の
自
由
な
る
自
己
決
定
か
ら
生
れ
る
と
こ
ろ
明
日
労
銀
)
己
の
計
算
の
結
果
と
し
て
二
個
。
解
答
が
得

ら
れ
る
。
第
一
の
そ
れ
に
上
れ
ば
「
農
場
が
自
然
界
銀
が
よ
っ
て
以
て
決
定
せ
ら
τ

れ
る
如
雪
地
方
に
存
在
す
る
揚
合
に
は
地
代
は
零

E
れ
は
明
か
に
肥
沃
度
の
等
し
き
土
地
が
耕
作
の
自
由
に
た
る
所
で
は
地
代
は
生
れ
得
宇
、

比
等
し
。
」
で
あ
っ
て
、

有
者
に
は
た
だ
伎
の
資
本
の
享
交
の
た
め
の
補
償
の
み
が
確
保
せ
ら
れ
ろ
と
い
ふ
皐
読
の
一
確
詮
に
外
友
ら
ね
。
併
し
第
二
の
解
答

既
耕
地
の
所

チ
ウ
ネ
ン
地
代
請
に
関
す
る
一
考
察

Buchler; v. Thu[Jen und seine nntionalakonomische Hauptlehren 1907 .S. 126 
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チ

ウ

ネ

Y

地
品
川
諭
に
晴
晴
す
る
一
考
察

一
一一

に
よ
れ
ば
「
弁
銀
及
び
利
率
一
円
規
制
者
た
ろ
作
用
聖
た
ナ
地
万
に
於
て
は
‘

ぜ

己
れ
が
バ

1
ν

ン
ス
も
指
摘
ず
る
如
ぐ
近
代
的
地
代
概
念
の
許
さ
れ
ざ
る
抗
張
を
意
味
す
る
己
と
は
、
千
ゥ
、
不
ン
自
ら
傍

モ
己
で
働
〈
と
乙
ろ
の
農
民
の
敢
に

地
代
は
界
働
者
の
敢
に
比
例
す
る
よ
と
漣
べ
ら
れ

て
府
り
、

況
か
一
成
み
て
ゐ
る
「
ロ
シ
ヤ
に
於
け
ろ
貴
族
連
の
宮
が
農
場
の
而
積
に
上
っ
て
で
は
左
し
に
、

よ
っ
て
滞
債
ぜ
ら
れ
る
己
な
る
言
葉
の
明
か
に
示
オ
と
こ
ろ
で
あ
る
。

乙
伊
場
合
生
や
る
除
刺
は
企
業
者
利
得
、
或
は
津
農
闘
係

よ
り
成
立
す
る
と
己
ろ
の
土
地
所
有
者
の
介
前
と
同
服
、
瑚
命
的
に
は
近
代
的
地
代
と
栴
さ
喝
ペ
き
も
の
で
は
な
い
。

更
に
進
ん
で
十
日
掲
の
地
代
漣
生
原
問
中
の
第
二
の
も
の
陀
つ
い
て
検

A
す
る
た
ら
ば
、
己
、
に
も
わ
れ
わ
れ
は
一
の
純
粋
た
ら
ざ

る
閃
子
を
政
見
す
る
。
こ
の
第
三
は
集
約
的
排
作
の
高
度
化
の
場
合
で
あ
り
。
光
づ
チ
ウ
ネ
ン
は
吠
の
叫
川
捉
よ
り
附
設
す
る
。
孤
立

謹

凶
の
境
目
汗
に
於
て
テ
ロ

1
農
場
と
同
一
の
犬
さ
の
一
農
場
が
一

O
人
の
狩
働
者
に
上
っ
て
俳
作
さ
れ
る
も
の
正
仮
定
す
る
。

人
の

弁
働
生
向
物
は
二
阿

O
シ
ヱ
ツ
フ
ヱ
ル
で
あ
り
、
従
っ
て
純
生
恋
物
は
一
一
、
四

O
O
シ
ヱ
ヴ
フ
」
ル
で
あ
る
。
持
銀
は
一
五

O
シ
エ

ツ
フ
ヱ
ル
で
あ
り
一

O
人
に
つ
き
一
、
五

0
0
・
ン
エ
ツ
フ
ヱ
ル
、
従
っ
て
農
場
川
代
(
口
三
宮
司
王
九

O
O
シ
=
7
フ
エ
ル
が
残
か
3

こ
の
九

O
O
シ
エ
ツ
プ
エ
ル
は
た
だ
こ
与
に
投
下
せ
ら
れ
た
資
本
の
利
子
を
芳
寸
に
足
る
。
そ
れ
は
投
下
資
本
が
一
八
、

0
0
0
シ

エ
ツ
フ
エ
ル
の
大
き
で
あ
り
、
日
つ
五
分
の
利
子
を
生
み
、
か
〈
て
出
品
目
場
が
何
等
地
代

(
Z
Z『
内
コ
戸
内
)
を
供
給
せ
ね
と
い
ム
前
提
よ
り

同
空
よ
。
十
ウ
ネ
シ
は
日
〈
、
「
さ
て
同
一
而
債
の
ト
ム
に
粍
侍
世
話
皮
が
高
め
ら
れ
る
場
合
‘
続
々
多
〈
心
持
働
者
が
使
用
ιぜ
ら
れ

と
こ
ら
で
持
銀
は
持
働
の
畑
山
値
に
等
し
い
。
」
労
働

明
日
る
。
併
し
後
に
使
用
せ
ら
れ
る
葬
働
者
程
そ
の
生
南
物
は
減
坐
し
て
行
〈
。

の
間
他
は
千
ウ
不
ン
に
よ
れ
ば
、
人
が
弁
働
生
年
物
か
ら
、
そ
れ
を
以
て
弁
働
者
が
惜
河
川
仰
す
る
と
こ
ろ
の
資
本
の
利
子
を
差
引
け
ば

生
子
る
ョ
更
に
又
つ
今
世
汗
銀
及
び
慣
値
聖
突
の
如
し
と

f
れ
ば

一
一
人
目
の
捗
働
者
の
勢
働

一
三
五
シ
エ
ツ
フ
エ
ル
の
ラ
イ
葬

、

穀物関砥D問題についでは、
参照。
マーシヤル経済串原理 1II145-146買、拙稿 Lマーシヤル地代諭に闘する
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一
二
人
目
町

一一一一人目白

一
山
人
目
町

一
五
人
目
的

一
六
人
目
白

一
二
二

一
一
O

九
九
八
九

八

O

八一一一主

1歩

， • 

• 

> タ

• 

タ

合

計

タ

六
人
の
新
左
右
持
働
者
の
使
用
に

k
り
農
場
の
牧
ハ
帥
が
二
、
問
。
。
シ
エ
ツ
フ
エ
ル
か
ら
二
、
四

O
O
に
加
へ
る
六
三
正
シ
ヱ
ツ

訓

ワ
エ
ル
即
ち
=
一
、
。
三
五
シ
エ
ツ
フ
エ
ル
に
向
め
ら
れ
る
。
一
最
後
に
投
下
せ
ら
れ
た
持
働
者
の
弁
働
の
侭
債
が
そ
の
他
の
す
べ
て

内
情
冗
銀
を
決
定
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

A
7
宇
一
六
人
の
各
々
に
↑
八

O
シ
エ
ツ
フ
ヱ
ル
宛
と
し
て
昇
銀
総
傾
は
一
、
一
一
八

O
シ
エ

ツ
ア
エ
ル
と
な
る
。
縄
牧
待
中
上
り
持
銀
抽
問
視
一
、
二
八

O
並
忙
資
本
利
子
九

O
O
シ
エ
ツ
フ
エ
ル
を
差
引
け
ば
、
八
五
五
シ
エ
ツ

フ
エ
ル
の
泊
四
除
が
生
干
る
。
而
し
て
こ
の
出
向
徐
が
チ
ウ
ネ
ン
に
上
れ
ば
地
代
主
構
成
す
る
。
と
の
地
代
は
佐
川
直
に
よ
り

ι中
る
も
の

で
も
左
く
、
塑
皮
に
よ
り
生
や
る
も
の
で
も
友
〈
、
ぞ
れ
と
は
異
れ
る
他
の
源
泉
か
ら
出
づ
る
も
の
で
あ
る
、
即
ち
集
約
的
枠
作
の

高
度
化
に
よ
る
も
の
で
あ

3
9
己
の
集
約
的
排
作
の
高
度
化
は
漸
弐
僅
少
と
在
っ
て
行
〈
崎
町
銀
と
結
ば
っ
て
居
り
、
且
つ
弁
明
者

E

犠
世
と
し
て
生
起
ず
る
如
く
に
見
ら
れ
得
る
で
あ
ら
う
け
れ
ど
も
、
こ
の
こ
と
は
チ
ウ
ネ
ン
に
よ
れ
ば
必
中
し
も
常
に
然
り
と
は
言

へ
ぬ
と
い
ふ
。
何
故
九
な
ら
人
も
し
都
市
よ
り
の
師
陣
聖
庁
慮
に
加
へ
、
己
の
距
躍
が
生
荊
資
料
の
侭
栴
に
封
し
有
す
る
影
響
を
考
慮

す
る
た
ら
ば
‘
山
ツ
額
の
ラ
イ
葬
が
一
作
地
に
於
一
一
一
は
他
の
位
地
に
於
凶
げ
る
上
ト
大
な
る
回
一
一
旦
D
ラ
イ
姿
と
同
一
の
償
値
を
有
す
る
放
に

相
呉
れ
る
持
銀
が
平
術
化
せ
ら
れ
得
る
と
い
ふ
理
由
に
上
る
の
で
あ
る
。
彼
は
モ
れ
故
に
就
中
火
の
如
く
に
推
論
す
る
ョ

「
と
れ
よ

り
結
論
せ
ら
れ
る
の
は
、
孤
吹
闘
の
境
域
忙
於
け
お
同
一
面
積
の
且
高
揚
に
於
で
た
だ
一

O
人
の
労
働
者
の
み
が
有
放
に
使
用
せ
ら
れ

チ
ウ
ネ
シ
地
問
論
に
闘
ナ
る
一
考
察

一
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チ
ウ
ネ
シ
地
代
論
に
闘
す
る
一
考
察

国

得
る
な
ち
ぽ
、
都
市
に
近
接
す
る
に
従
ひ
、

第
一
四
人
目

第

一
人
、
第
二
一
人
、
第
一
三
人
目
が
、
都
市
の
す
ぐ
そ
ば
で
は
、

ー
そ
の
券
働
伺
値
は
や
ろ
や
ぐ
九
九
シ
手
ツ
フ
ヱ
ル
に
す

T
ね
ー
ー
の
勢
働
者
が
境
界
に
於
け
る
と
何
等
異
れ
毛
生
活
を
な
す
必

盟

嬰
も
な
ぐ
、
使
用
せ
ち
れ
得
る
。
L
'
h
」。

し
か
し
な
が
ら
上
例
に
於
て
如
何
に
し
て
地
代
が
葬
働
者
を
犠
牲
と
し
て
成
立
し
て
居
ら
ね
と
主
張
L
得
る
の
で
あ
る
か
、
こ
白

知
、
環
論
的
に
理
解
せ
ら
れ
難
い
。
成
程
都
市
の
附
近
の
努
働
者
に
つ
い
て
言
へ
ば
モ
れ
は
事
責
で
あ
ら
う
が
、
以
前
に
一
五

O
シ
エ

ツ
フ
エ
ル
の
界
銀
を
受
け
取
っ
て
ゐ
た
が
現
在
は
た
だ
八

O
シ
エ
ツ
フ
ヱ
ル
よ
り
あ
た
へ
ら
れ
ぬ
と
こ
ろ
の
最
初
の
一

O
人
に
つ
い

一
一
は
安
常
せ
ね
。
即
ち
己
の
場
合
チ
ゥ
、
ネ
ン
は
最
初
回
一

O
人
に
つ
い
て
は
己
れ
を
全
〈
観
察
白
外
に
置
い
て
し
ま
っ
て
ゐ
る
わ
け

と
れ
に
よ
っ
て
か
く
も
明
確
に
昇
銀
部
分
の
負
拾
に
腕
せ
ら
れ
る
所
の
地
代
の
増
大
を
、
敢
へ
て
弁
働
者

で
あ
る
。
チ
ウ
ネ
ン
は
、

の
損
A
へ
に
師

f
z
も
の
に
あ
ら
十
と
説
明
せ
ん
と
試
み
た
。
即
ち
彼
は
こ
の
地
代
も
究
極
に
於
て
は
一
の
自
然
保
件
の
差
異
上
り
出

H
W
づ
る
も
の
で
あ
り
、
差
初
制
代
と
同
一
性
質
の
も
の
で
あ
り
、
常
然
土
地
自
慢
に
従
っ
て
土
地
所
有
者
に
属
す
る
も
の
左
る
と
と
を

明
か
に
せ
ん
と
し
た
の
で
あ
る
つ
市
川
立
圏
第
一
部
で
は
周
知
の
如
〈
地
代
は
限
界
耕
地
に
比
し
て
伎
の
生
産
物
の
窪
活
費
用
に
於
て

筒
約
し
得
る
と
い
ふ
一
農
場
の
有
す
る
と
と
ろ
の
優
越
性
の
み
よ
り
生
守
る
差
街
地
代
(
肥
沃
度
一
定
と
見
る
)
と
し
て
一
般
に
把
揖
せ

ιれ
も
凡
の
で
あ
る
が
、
第
三
部
に
あ
っ
て
は
ラ
イ
萎
で
現
は
さ
れ
た
持
銀
の
大
さ
の
差
異
に
地
代
環
生
原
因
を
蹄
せ
し
め
て
ゐ
る
。

し
か
も
と
の
現
物
形
態
の
曲
目
銀
の
大
さ
の
相
具
は
何
底
か
ら
来
る
か
と
い
へ
ば
、

る
。
と
れ
ば
二
つ
の
方
向
に
於
て
働
ち
〈
、
即
ち
一
は
都
市
の
工
業
製
品
の
購
買
に
就
て
現
は
れ
、
都
市
か
ち
の
距
離
を
埼
ず
に
従

っ
て
、
債
格
は
運
送
費
だ
け
高
ま
る
。
従
っ
て
現
物
数
量
を
増
さ
ね
ば
獲
得
せ
ら
れ
得
泣
い
。
更
に
農
産
物
の
農
場
慣
格
自
植
が
都

市
か
ら
遺
ぎ
か
る
に
従
ひ
低
肢
と
な
る
。
故
に
四
分
の
一
の
貨
幣
量
は
都
市
の
近
傍
に
於
て
は
少
量
の
現
物
量
を
あ
ら
は
し
、
遠
隔

や
は
り
中
心
部
市
よ
り
の
距
離
に
よ
っ
て
定
ま

i86S 8. 181 註) 孤立国に於け'"農業鯉骨の数量的問究の悲礎費科
を提供したチウネシ自ら鯉替せる農場。
Thunen; a. a. O. II Teil. 2 Abt.， S. 67-68 
a. a. O~ S. 68. 26) a. a. <3. S 69 

a. a. O. S. 68 24) 23) 
25) 



し
古L
>!， 
J最
後

a. a. O. S. 69 新に使用せられた六人白磐働者の利子についてはチウネンは
次o如〈のベる。勢働者数と共に噌加する費本にづいては矛I子は計算せられ
てゐる、といふ白は勢働生産物白噌加分が全部ではな〈、それかb利子を差引
いた残額白みが計算に入りとむD だからと。

の
且
車
場
に
於
て
は
多
量
の
現
物
量
を
あ
ら
は
ず
、
従
っ
て
こ
の
生
成
の
主
っ
て
来
る
所
は
本
質
的
に
は
一
の
差
額
地
代
の
そ
れ
と
同

一
&
た
り
と
見
る
。

己
、
で
は
問
題
た
〈
チ
ウ
ネ
ン
の
言
ム
が
如
〈
で
あ
る
。
し
か
る
に
デ
ウ
ネ
ン
は
以
上
遁
べ
た
と
と
る
が
中
央
都

市
か
ら
の
距
離
を
異
に
す
る
時
は
じ
め
て
安
官
ず
る
こ
と
を
忘
れ
、
同
一
農
揚
に
於
て
持
働
者
数
を
追
加
す
る
に
際
し
成
立
す
る
と

こ
ろ
の
地
代
が
持
銀
の
掠
宇
部
分
に
非
ぎ
る
事
そ
説
明
ず
る
際
に
利
用
せ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。
即
ち
チ
ウ
ネ
ン
は
先
づ
「
同
一
面

刀

伎
の
土
に
」
漸
突
事
故
の
持
働
者
が
使
用
せ
ら
れ
、
か
く
て
同
一
而
硝
が
上
句
集
約
的
に
排
作
せ
ら
れ
る
と
述
べ
左
が
ら
、
後
陀
六

人
白
遁
加
持
働
者
に
つ
い
て
は
段
階
的
に
都
合
に
接
近
し
て
行
〈
の
で
あ
る
が
、
己
、
一
て
は
明
か
に
誤
謬
を
犯
し
て
ゐ
る
も
の
と
見

ね
ば
た
ら
ぬ
。

E

L
陀
於
て
は
チ
ウ
不
Y

は
穀
物
慣
格
の
騰
貴
に
つ
い
て
は
何
も
語
る
己
と
左
く
、
し
か
も
地
代
が
界
銀
を
犠
牲
と

し
て
費
生
せ
や
、
更
に
集
約
的
持
肋
が
、
印
ち
あ
ら
ゆ
る
新
に
使
用
せ
ち
れ
た
持
働
者
が
よ
り
少
し
の
牧
続
上
り
供
給
せ
ぬ
と
す
れ

ば
、
如
何
に
し
て
地
代
が
褒
生
し
得
る
の
で
あ
る
か
理
解
せ
ら
れ
難
い
。
要
す
る
に
チ
ウ
ネ
ン
自
身
最
初
は
集
約
的
排
作
の
高
度
化

に
上
っ
て
後
生

f
呂
地
代
に
あ
っ
て
は

位
置
並
に
塑
皮
は
考
察
外
陀
置
か
れ
て
ゐ
る
E
と
が
強
調
せ
ら
れ
な
が
ら
、

に
は
位
置
と
曹
度
と
が
、
た
と
へ
ば
持
銀
に
就
て
地
代
は
持
働
者
を
犠
制
と
し
て
賞
現
せ

ιれ
ぬ
と
と
を
示
す
た
め
に
、
再
度
密
に

必
ぴ
込
宣
さ
れ
た
。
而
し
て
チ
ウ
ネ
ン
が
後
に
、
己
h
A

で
地
代
は
フ
イ
奏
で
あ
ら
ほ
さ
れ
た
る
努
銀
の
莞
異
に
よ
り
費
生
せ
し
め
ら

自

れ
、
方
法
上
回
朝
、
れ
ろ
注
を
歩
む
だ
の
で
あ
る
と
主
張
し
た
に
せ
土
、
事
態
に
は
何
等
の
鑓
る
と
と
ろ
も
左
い
の
で
あ
る
。
究
援
す
る

と
と
み
地
代
荷
民
生
の
一
原
因
と
し
て
の
集
約
的
排
作
の
高
度
化
は
企
業
地
主
白
労
働
者
を
犠
牲
と
L
て
の
地
代
の
獲
得
を
理
論
づ
け

た
も
の
に
外
在
ら
宇
、

チ
ウ
ネ
ン
地
代
論
の
小
農
地
代
的
性
格
を
従
っ
て
と
の
近
代
的
地
代
に
封
ず
る
非
純
粋
性
を
示

f
一
の
因
子

に
外
左
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

最
後
に
千
ウ
ネ
ン
地
代
叫
酬
の
小
農
地
代
的
性
質
を
端
的
に
示
す
一
の
特
徴
と
し
て
あ
げ
ね
ば
た
ら
ね
の
は
、
チ
ウ
ネ
ン
が
労
銀
は

千
ウ
ネ
ン
地
代
論
に
鵬
ず
る
一
考
罫

五
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テ
ウ
ネ
ン
地
代
論
に
開
ナ
あ
一
考
揖

-
~ 

"‘ 

地
代
会

E-zzo)
に
封
し
影
響
を
有
ち
符
ろ
と
い
ふ
見
解
を
抱
い
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
る
。
就
中
彼
は
消
費
税
及
び
人
頭
税
に
つ
い
て

諮
る
と
と
ろ
の
第
一
部
第
三
十
七
市
巾
に
弐
の
如
く
述
べ
て
ゐ
る
。

日

く

「
界
銀
の
総
武
は
f
A
方
の
農
場
の
地
代
を
者
以
下
に
低

下
せ
し
め
且
っ
こ
の
土
地
の
耕
作
を
断
念
せ
し
め
る
、
而
し
て

と
の
と
と
(
同
件
棒
性
)
が
生
起
す
る
や
否
や
、
閣
内
に
と
ど
ま

る
と
と
ろ
の
持
働
者
は
そ
の
持
制
献
を
高
め
る
己
と
が
可
能
で
あ
る
、
し
か
し
て
一
の
地
代
を
生
ん
で
ゐ
た
た
め
に
耕
作
が
つ
づ
け
ら

れ
て
ゐ
た
農
場
は
こ
の
地
代
を
犠
牲
と
し
て
、

r

同
め
ら
れ
夜
労
相
叫
を
支
挑
ム
己
と
に
怒
る
。
」
と
。
か
L
A

る
命
題
が
リ
カ
ル
ド
オ
地
代

論
と
相
陥
る
こ
と
如
何
に
大
で
あ
る
か
、
リ
カ
ル
ド
オ
「
経
桝
県
原
理
し
第
一
二
十
二
平
「
マ
ル
サ
ス
氏
の
地
代
に
闘
す
る
意
見
」
中

一叩

i
白

の
次
の
何
所
を
一
涜
せ
ら
れ
呂
友
ち
ば
臼
ち
に
判
明
す
呂
の
で
あ
る
。
即
ち
「
地
代
騰
武
の
諸
岡
山
囚
の
中
に
、

マ
ル
サ
ス
氏
は
『
pp

働
の
賃
銀

E
下
落
せ
し
む
呂
が
如
き
人
口
の
増
加
』
を
あ
げ
て
ゐ
る
。
例
し
乍
ら
、
若
し
弊
働
の
賃
銀
が
下
落
す
る
に
従
っ
て
資
本

利
刊
は
際
立
し
、
而
し
て
雨
者
合
計
し
ノ
ナ
一
常
に
同
一
の
債
依
を
有
ず
る
も
の
た
ち
ば
、
賃
銀
の
下
落
は
決
し
て
地
代
を
際
交
せ
し
め

作
る
も
の
で
在
い
。
何
と
た
れ
ば
そ
れ
は
農
業
者
及
び
持
働
者
の
附
者
に
前
り
討
て
ら
る
べ
き
生
産
物
の
部
分
を
も
、
叉
共
部
分
の

例
似

E
も
減
少
せ
し
む
る
こ
ー
と
た
〈
、
叉
従
っ
て
地
主
の
た
め
に
よ
り
大
な
る
部
分
若
し
〈
は
よ
り
大
友
る
倒
侃
を
剰
さ
ぬ
か
ら
で

あ
る
つ
賃
銀
に
充
常
せ
ら
る
i

込
も
の
が
必
〈
た
る
に
比
例
し
て
、
利
潤
に
+
北
川
町
せ
ら
る
る
も
の
は
多
〈
な
る
で
あ
ら
う
。
又
反
封
疋

ら
ば
反
針
の
結
果
が
あ
る
で
あ
ら
う
つ
此
分
制
は
、
何
等
地
主
の
干
沙
を
伐
つ
こ
と
た
〈
、
農
業
家
と
共
努
働
者
と
に
よ
っ
て
決
定

せ
ら
る
る
で
や
り
う
。
而
し
て
是
れ
は
、
賓
児
新
た
ろ
資
本
中
市
内
閣
の
た
め
土
地
に
射
す
る
更
に
)
居
の
需
要
の
た
め
に
は
、
或
種
の

分
割
は
他
の
介
淵
上
り
も
有
利
た
ろ
と
と
あ
り
と
い
ふ
引
外
に
は
地
主
に
於
で
何
等
利
市
存
関
係
を
有
す
る
こ
と
た
き
問
題
で
あ
る
。

賃
制
叫
が
下
落
し
た
た
ら
ぽ
、
騰
貴
す
る
も
の
は
地
代
で
友
く
て
利
潤
で
あ
ら
う
。
賃
銀
が
騰
貴
し
た
在
ら
ば
、
下
落
す
る
も
の
は
地

代
で
た
〈
て
利
潤
で
お
ら
う
。
地
代
及
川
山
賃
銀
の
叫
胴
長
と
利
仰
の
不
詳
と
は
同
一
の
原
凶
|
|
即
ち
食
物
に
劃
す
る
需
要
の
哨
進
、

u. a. O. S. 69. 29) a. a. O. S. 69 
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と
れ
り
生
産
b
要
せ
ち
る
呂
勢
働
量
り
増
加
、
英
結
果
た
る
其
慣
格
の
騰
貴
|
|
の
不
可
避
の
結
果
た
る
と
と
を
常
と
す
る
。
俄

り
に
地
主
が
北
ハ
地
代
全
部
を
放
棄
す
る
と
し
て
も
、
勢
働
者
は
寸
竜
も
利
A

砕
を
受
け
ぬ
で
あ
ち
ろ
。
又
偲
り
忙
持
働
者
が
北
ハ
賃
銀

ス
ア
↓
部
そ
放
棄
す
る
と
い
ふ
と
と
が
可
能
で
あ
っ
た
と
し
て
も
地
主
は
此
事
貨
か
ら
何
等
の
利
径
を
牧
め
ぬ
で
あ
ら
う

」
以
上

引
用
せ
ろ
リ
カ
ル
戸
オ
の
平
何
と
封
印
'
す
る
時
、
チ
ウ
ネ
ン
地
代
論
が
多
分
に
有
す
る
と
と
ろ
の
小
農
地
代
的
性
質
を
明
確
に
宥

取
る
と
と
が
出
来
呂
で
あ
ら
う
。

以
上
わ
れ
わ
れ
は
チ
ウ
ネ
ン
地
代
論
の
い
は
ば
現
論
的
友
る
弱
貼

E
追
求
す
る
と
と
に
の
み
努
力
し
来
っ
た
の
で
あ
る
が
、
周

知
の
如
〈
千
ウ
ネ
ン
の
地
代
論
史
上
怖
く
功
給
は
差
術
地
代
の
位
置
の
低
越
性
に
基
〈
形
態
E
徹
践
的
に
解
明
し
、
且
つ
之
れ
に

注

完
全
た
定
式
化
を
も
た
ら
し
た
黙
に
あ
る
の
で
あ
っ
亡
、
リ
フ
シ
ッ
ツ
が
指
摘
せ
る
如
〈
、
チ
ウ
ネ
ン
以
前
忙
既
忙
位
世
に
よ
る

主
制
地
代
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
E
と
は
己
れ
を
認
め
て
も
、
チ
ウ
辛
ン
の
如
〈
位
置
の
有
す
弔
意
義
を
そ
の
謀
本
的
性
質
に
於
て

把
捉
し
、
と
れ
そ
縦
横
に
願
使
し
た
例
は
他
に
見
ち
れ
ぬ
と
こ
ろ
で
あ
り
.

そ
の
功
約
は
十
分
に
評
似
せ
ら
れ
ね
ば
た
ち
ぬ
。
し

か
も
己
の
と
と
は
常
時
の
潤
逸
農
村
民
於
け
る
交
通
機
闘
の
事
官
迷
と
、
都
市
の
あ
る
程
度
迄
の
鳩
山
尽
と
が
位
置
の
売
具
を
問
調

的
に
恨
格
の
上
に
反
映
し
、
己
れ
が
更
に
チ
ウ
ネ
ン
の
数
現
的
関
附
酬
に
上
っ
て
定
式
化
せ
ら
れ
た
も
の
と
言
ひ
得
ぬ
で
あ
ら
う
か
Q

、、

チ
ウ
ネ
ン
地
品
目
論
に
閲
す
る
一
考
官
官
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